
前
回
、
堀
ノ
内
部
落
に
は
た
く
さ
ん

の
小
宮
様
が
あ
り
ま
す
。
と
寄
稿
し
ま

し
た
が
、
調
査
し
て
い
く
う
ち
に
い
く

つ
か
の
新
事
実
が
判
明
し
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

江
戸
時
代
の
後
期
、
１
８
１
５
年
に

発
行
さ
れ
た
「
南
路
志
」
（
江
戸
時
代

の
土
佐
の
歴
史
書
）
に
よ
る
と
、
塞
神

社
（
さ
え
の
神
様
）
・
牛
頭
天
王
（
天

王
様
）
・
神
母
神
社
（
お
い
げ
様
）
の

３
社
が
存
在
し
た
記
述
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
明
治
１
２
年
調
べ
の
「
南
国
市

史
」
の
中
で
も
こ
の
３
社
の
ほ
か
に
八

坂
神
社
・
神
明
宮
（
神
明
様
）
の
５
社

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
歴
史
書

か
ら
見
る
と
、
５
つ
の
神
様
は
、
江
戸

時
代
〜
明
治
の
初
め
に
は
存
在
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
非

常
に
古
い
神
様
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
中
で
も
塞
神
社
は
鳥
居
１
基
と

拝
殿
が
一
間
（
１
８
０
㎝
）
あ
っ
た
と

（
明
治
１
２
年
調
べ
）
書
か
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
立
派
な
大
き
な
神
社
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
場
所
が
不
明
の
八
坂

神
社
は
小
字
東
地
天
皇
（
南
国
市
史
よ

り
原
文
の
ま
ま
）
に
鎮
座
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
ど
う
や
ら
現
在
の
小
字
・
東

天
王
に
あ
る
「
目
の
神
様
」
が
こ
れ
に

当
た
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
よ
う
で

す
。
圃
場
整
備
前
に
目
の
神
様
と
天
王

様
の
地
主
だ
っ
た
大
町
剛
士
さ
ん
も
、

２
つ
の
小
宮
様
は
近
く
に
並
ん
で
あ
っ

た
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
も
神

体
は
素
戔
嗚
尊
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

も
と
も
と
は
神
話
の
世
界
に
は
な
り

ま
す
が
、
日
本
の
国
の
万
象
は
イ
ザ
ナ

ギ
（
男
神
）
と
イ
ザ
ナ
ミ
（
女
神
）
に

よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ザ
ナ

ギ
が
左
目
を
洗
っ
た
時
に
生
ま
れ
た
の

が
ア
マ
テ
ラ
ス
（
天
照
大
神
）
で
あ
り
、

右
目
を
洗
っ
た
時
に
生
ま
れ
た
の
が
、

ツ
ク
ヨ
ミ
（
月
読
命
）
で
あ
り
、
鼻
を

洗
っ
た
時
に
生
ま
れ
た
の
が
ス
サ
ノ
オ

（
素
戔
嗚
尊
）
で
す
。
こ
の
３
人
は
姉

兄
弟
に
な
り
ま
す
。
ス
サ
ノ
オ
は
あ
の

「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」
を
退
治
し
た
英

雄
な
の
で
す
。

ス
サ
ノ
オ
を
祭
っ
た
有
名
な
神
社
は

京
都
の
八
坂
神
社
や
出
雲
の
須
佐
神
社

が
あ
り
ま
す
。
ス
サ
ノ
オ
が
ヤ
マ
タ
ノ

オ
ロ
チ
を
退
治
す
る
の
た
め
に
と
っ
た

奇
策
や
タ
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
を
奥
さ
ん
に
も

ら
っ
た
条
件
な
ど
が
、
今
日
こ
れ
ら
の

神
社
が
「
パ
ワ
ー
ス
ホ
ッ
ト
」
と
し
て

人
気
が
あ
る
の
で
す
。

堀
ノ
内
の
八
坂
神
社
が
、
長
い
歴
史

の
中
で
「
目
の
神
様
」
と
し
て
尊
願
さ

れ
て
今
日
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
さ
に
岩
村
の
「
パ
ワ
ー
ス
パ
ッ
ト
」

が
八
坂
神
社
（
目
の
神
様
）
な
の
で
す
。

（
寄
稿
者
・
福
船

和
田
真
一
）
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字
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て
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５
月
１
６
日
（
土
）
、
ど
し
ゃ
降
り
の

中
で
の
資
源
ご
み
回
収
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
で
、
す
べ
て
の
公
民

館
行
事
が
中
止
に
な
る
中
、
資
源
ご
み
回

収
は
屋
外
行
事
で
あ
り
、
三
密
を
避
け
な

が
ら
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

普
段
は
軽
ト
ラ
に
２
人
乗
車
し
て
、
回

収
に
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
一
人

乗
車
で
の
回
収
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
分

回
収
に
回
っ
た
人
に
は
負
担
と
な
り
ま
し

た
が
、
公
民
館
に
残
っ
た
ス
タ
ッ
フ
も
、

雨
の
中
、
荷
降
ろ
し
作
業
を
総
出
で
フ
ォ

ロ
ー
し
て
、
全
員
が
カ
バ
ー
し

合
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
で
き

ま
し
た
。

今
年
も
、
例
年
通
り
の
多
く

の
集
積
が
で
き
、
地
域
の
方
々

に
感
謝
感
謝
の
行
事
と
な
り
ま

し
た
。

収
益
は
、
公
民
館
事
業
で
有

益
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
コ

ロ
ナ
終
焉
後
の
子
供
会
関
連
行

事
な
ど
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
回
収
は
５
月
と
１
２

月
開
催
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。（

編
集
部
）

環
境
委
員
の
紹
介

地
区
の
ご
み
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
周

囲
の
清
掃
や
ご
み
の
分
別
を
や
っ

て
く
だ
さ
る
環
境
委
員
を
紹
介

し
ま
す
。

西
金
地

浜
田

純
子

（
岩
村
環
境
委
員
会
会
長
）

東
金
地

西
村

久
美

包

末

多
田

和
美

堀
ノ
内

西
野

洋
一

福

田

田
所

壮
一

船

渡

岡
本

佐
和

蔵
福
寺
島

友
永

園
子

※
現
在
、
コ
ロ
ナ
関
連
で
南
国
市
よ

り
立
番
の
自
粛
要
請
中
で
す
。
ご
み

は
各
自
の
良
識
で
出
し
て
く
だ
さ
い

日
赤
委
員
の
紹
介

堀
ノ
内

今
井

洋
一

（
日
赤
岩
村
分
区
・
分
団
長
）

蔵
福
寺
島

大
畠

達
郎

包

末

入
交

満

福

船

和
田

真
一

金

地

田
村

辰
男

金

地

中
尾

武
夫

日
章
駐
在
所
連
絡
協
議
会

（
南
国
警
察
署
管
轄
）

金

地

島
崎

宏
明

包

末

岡
林

正
法

福
船
・
島

和
田

真
一

堀
ノ
内

松
下

充
夫

南
国
警
察
署
補
導
委
員
会

（
南
国
警
察
署
管
轄
）

岩
村
地
区

岡
崎

純
男

南
国
市
補
導
委
員
会

（
南
国
市
管
轄
）

岩
村
地
区

和
田

真
一

県
交
通
安
全
協
会
南
国
支
部

岩
村
地
区

西
森

淳
一

南
国
市
地
域
安
全
協
会

（
南
国
市
及
び
南
国
警
察
署
管
轄
）

金

地

大
西

正
康

福

船

岡
崎

純
男

堀
ノ
内

和
田

則
雄

（
敬
称
略
）

ど
し
ゃ
降
り
の
中
で
資
源
ご
み
回
収

アメニモマケズ、コロナニモマケズ


